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ひ ま わ り だ よ り 4 月 号 を お 届 け し ま す

〜　住みたい！育てたい！訪ねたい！あなたが主役 幸せ実感 小竹町　〜

　この運動は、“子どもと高齢者の交通事故防止（事故にあわな
い、おこさない）”を基本としています。４⺼から新入学児が通学
を始めます。まだ交通ルールなどが身についていないため、危険
な行動をとりがちです。保護者やドライバーは、安全に通学路等
を通行するための安全指導や安全運転を行い、事故防止の徹底を
図りましょう。安全指導のポイントはＰ２０をご覧ください。

春の交通安全県民運動です

４月６日（木）～４月１５日（土）



2

◆ 

ま
ち
づ
く
り 

◆

　

総
合
計
画
の
将
来
像「
住
み
た
い
！
育

て
た
い
！
訪
ね
た
い
！
あ
な
た
が
主
役 

幸
せ
実
感 

小
竹
町
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
と
し
た
施
策
を
10
年
後
の
将
来
像
実
現

に
向
け
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
年
１
月
に
供
用
開
始
し
た「
こ
た
け

創
造
舎
」は
、
お
試
し
居
住
体
験
や
町
民
が

交
流
を
深
め
る
た
め
の
施
設
と
し
て
設

置
。今
後
は
、移
住
定
住
、町
民
の
交
流
、情

報
発
信
な
ど
を
促
進
し
、
魅
力
的
な
町
の

創
造
に
努
め
て
い
き
ま
す
。ま
た
、地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
活
用
を
検
討
し
、
行
政
で

は
で
き
な
か
っ
た
柔
軟
な
発
想
や
情
報
発

信
力
を
活
か
し
、
さ
ら
な
る
小
竹
町
の
魅

力
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
性
は

さ
ら
に
増
し
、
そ
の
中
核
と
な
る
自
治
会

が
、
自
主
的
な
活
動
や
取
り
組
み
を
行
う

こ
と
で
地
域
に
絆
が
生
ま
れ
、
町
民
の
皆

様
が
安
全
・
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
う
し
た
自
治
会
の
活
動
や
取

り
組
み
は
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
柱
で

あ
り
、
地
域
づ
く
り
事
業
補
助
制
度
の
見

直
し
等
自
治
会
の
主
体
的
な
取
り
組
み
を

支
援
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
安
全
・
安
心

の
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
災
害
に
よ
る
不

測
の
事
態
に
備
え
る
た
め
、
昨
年
実
施
し

た
防
災
訓
練
等
を
継
続
的
に
実
施
。
防
災

意
識
の
強
化
を
図
り
、
自
治
会
・
消
防
団
・

自
主
防
災
会
等
と
連
携
し
て
、
防
災
体
制

の
強
化
・
拡
張
を
図
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

「
空
屋
等
対
策
計
画
」の
策
定
や
JR
小
竹
駅

西
口
周
辺
を
段
階
的
に
開
発
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

◆ 

福
祉
施
策（
高
齢
者
・
障
害
者
） 

◆

　

本
年
１
月
現
在
の
高
齢
化
率
は

三
十
七
・
八
〇
％
。
昨
年
に
比
べ
て
、
一
・

二
五
％
上
昇
し
て
い
ま
す
。ま
た
、介
護
保

険
に
お
け
る
要
支
援
・
要
介
護
の
認
定
者

数
は
六
百
八
十
七
人
で
、
今
後
も
増
加
が

見
込
ま
れ
ま
す
。

　

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
行
政
と
さ
ま
ざ
ま
な

関
係
者
が
連
携
し
、
地
域
の
医
療
、
介
護
、

生
活
支
援
・
介
護
予
防
等
を
一
体
的
に
提

供
し
て
い
く「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
構
築
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
介
護
保

険
制
度
の
新
た
な
地
域
支
援
事
業
で
あ
る

「
生
活
支
援
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
」の
拡

充
に
努
め
、
年
々
増
加
し
て
い
る
高
齢
者

に
関
す
る
相
談
体
制
の
充
実
を
図
り
ま

す
。
そ
の
ほ
か
、“
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
”の
作

成
や“
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
”の

実
施
な
ど
認
知
症
へ
の
理
解
と
啓
発
を
推

進
。
ま
た
、
最
終
年
度
で
あ
る「
小
竹
町
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
」を
県
・
介
護
保
険
広

域
連
合
の
計
画
と
整
合
性
を
図
り
な
が
ら

新
た
に
計
画
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
人
が
地
域
社
会
の
一
員
と

し
て
安
心
し
て
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
よ

う
に
努
め
、
平
成
30
年
度
か
ら
の
実
施
に

向
け
て
、「
第
５
期
小
竹
町
障
害
福
祉
計

画
」を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

◆ 

福
祉
施
策（
子
育
て
支
援
） 

◆

　

子
育
て
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と

し
て
、「
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
」や「
養
育
支

援
」等
の
子
育
て
支
援
事
業
を
推
進
し
、
乳

児
家
庭
の
孤
立
化
を
防
ぎ
、
乳
児
の
健
全

な
育
成
環
境
の
確
保
を
図
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
保
護
者
の
就
労
等
に
よ
り
保
育
を
必

要
と
す
る
家
庭
に
は
、
個
別
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
子
育
て
家
庭
に
寄
り
添
っ
た
支

援
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

◆ 

国
民
健
康
保
険 　

◆

◆ 

後
期
高
齢
者
医
療 

◆

　

国
民
健
康
保
険
財
政
は
歳
出
に
お
い

て
、
年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
状
況
で

あ
り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
運
営
で

す
。国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は
、平
成

29
年
度
末
ま
で
に
県
が
設
定
す
る
標
準
保

険
料
率
等
を
参
考
に
国
保
運
営
協
議
会
へ

諮
問
・
答
申
を
経
て
、平
成
30
年
度
以
降
の

保
険
税
率
等
を
決
定
し
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て
は
、
今
後

も
被
保
険
者
数
や
医
療
費
の
増
加
が
見
込

ま
れ
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と
連

携
を
図
り
、
制
度
の
安
定
運
営
や
安
心
し

て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
き
め
細
や
か

な
対
応
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、「
第
５
次
小
竹
町
総
合
計

画
」の
元
年
と
な
り
、10
年
後
の
本
町
の
将
来

像
を
見
据
え
、
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
、

魅
力
あ
る
、
活
気
に
満
ち
た
小
竹
町
と
な
る

よ
う
、
こ
の
計
画
を
町
政
運
営
の
最
上
位
の

計
画
と
し
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
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◆ 

健
康
増
進
施
策 

◆

　

町
民
の
皆
様
が
健
康
で
安
心
し
た
暮
ら

し
を
送
る
た
め
、“
自
ら
の
健
康
は
自
ら
が

つ
く
る
”を
基
本
に
世
代
に
応
じ
た
健
康

づ
く
り
の
支
援
と
普
及
啓
発
に
努
め
ま

す
。母
子
保
健
事
業
と
し
て
、妊
娠
期
か
ら

子
育
て
家
庭
に
か
か
わ
り
、
母
子
の
健
康

増
進
を
図
り
、
総
合
的
な
対
策
の
継
続
や

本
年
度
か
ら
言
語
聴
覚
士
等
と
の
連
携
に

よ
り
さ
ら
な
る
事
業
の
強
化
を
図
り
ま

す
。そ
の
ほ
か
、県
と
連
携
し
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
対
策
情
報
伝
達
訓
練
の
実
施

や
引
き
続
き
円
滑
な
定
期
予
防
接
種
に
向

け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
図

る
た
め
、
関
係
団
体
と
連
携
を
と
り
各
種

健
診
の
受
診
率
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

◆ 

環
境
対
策 
◆

　

年
２
回
の
環
境
美
化
運
動
の
実
施
は
関

係
各
位
と
協
議
の
も
と
引
き
続
き
町
民
の

皆
様
と
協
働
で
環
境
行
政
の
推
進
を
図
り

ま
す
。ま
た
、家
庭
ご
み
の
適
切
な
処
理
体

制
の
確
保
も
引
き
続
き
努
め
て
い
き
ま

す
。
ご
み
の
不
法
投
棄
や
公
害
に
つ
い
て

は
、
未
然
に
防
止
す
る
監
視
体
制
を
整
備

し
ま
す
。
大
牟
田
リ
サ
イ
ク
ル
発
電
所
の

管
理
運
営
は
、
平
成
34
年
度
末
ま
で
の
延

長
が
決
定
し
、
平
成
35
年
度
以
降
の
ご
み

処
理
に
つ
い
て
は
、
関
係
市
町
と
連
携
協

力
し
、
民
間
企
業
等
の
活
用
も
視
野
に
入

れ
た
最
も
効
率
的
で
経
済
的
な
処
理
方
法

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、本
町
が
掲

げ
る「
水
の
都
」の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

昨
年
国
土
交
通
省
遠
賀
川
河
川
事
務
所
と

連
携
し
、
整
備
し
た
体
験
型
施
設「
わ
く
わ

く 

ご
と
く
リ
バ
ー
」は
、
水
辺
学
習
の
場

と
し
て
積
極
的
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
町
民
の
皆
様
の
憩
い
の
場
と
し
て

利
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
て
い
き

ま
す
。

◆ 

農
林
業
の
振
興
・
整
備 

◆

　

農
地
利
用
の
最
適
化
に
つ
い
て
は
、
本

年
７
月
に
発
足
す
る
新
制
度
の
農
業
委
員

会
と
連
携
し
、
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の

集
積
・
集
約
化
、新
規
参
入
の
促
進
や
耕
作

放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
に
努
め
て
い

き
ま
す
。本
町
で
は
、米
・
麦
・
大
豆
・
米
粉

用
米
の
作
付
け
や
環
境
に
や
さ
し
い
有
機

農
業
等
に
よ
る
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
農
作
物
を
今
ま
で
以
上
に

付
加
価
値
を
つ
け
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る

収
益
向
上
、
販
路
拡
大
等
の
販
売
戦
略
を

図
り
、
学
校
給
食
に
お
け
る
地
産
地
消
を

さ
ら
に
推
進
し
、
農
業
に
よ
る
地
域
の
活

性
化
に
資
す
る
も
の
と
し
て
支
援
を
継
続

し
ま
す
。ま
た
、有
害
鳥
獣
対
策
は
引
き
続

き
、
捕
獲
率
向
上
の
た
め
被
害
防
止
計
画

に
基
づ
き
確
実
に
実
施
し
、
狩
猟
免
許
取

得
に
か
か
る
経
費
の
支
援
も
行
い
ま
す
。

◆ 

商
工
業
の
振
興　

 

◆

◆ 

観
光
ま
ち
づ
く
り 

◆

　

商
工
会
と
連
携
し
、
町
内
事
業
者
の
経

営
安
定
の
た
め
に
、
総
合
的
な
経
営
支
援

を
行
い
ま
す
。ま
た
、本
町
で
起
業
し
や
す

い
環
境
を
整
え
、
引
き
続
き
中
小
企
業
者

へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
観
光
ま
ち
づ
く

り
事
業
と
し
て
協
会
を
発
足
し
、
観
光
ま

ち
づ
く
り
に
お
け
る
理
念
の
普
及
啓
発
や

町
の
情
報
発
信
、
特
産
品
の
開
発
を
行
い

ま
す
。

◆ 

河
川
・
道
路
整
備
事
業 

◆

　

河
川
整
備
と
し
て
、
現
在
進
め
て
い
る

基
地
周
辺
障
害
防
止
対
策
事
業
に
よ
る
護

岸
改
修
工
事
は
平
成
30
年
度
の
完
成
を
目

指
し
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
道
路
整
備
と
し
て
、
町
道
御
徳
・
頴
田

線
と
町
道
中
島
・
芦
北
幹
線
道
路
改
良
工

事
を
本
年
度
が
完
成
年
度
と
し
て
実
施
し

ま
す
。ま
た
、小
竹
工
業
団
地
隣
接
の
町
道

南
良
津
・
勝
野
幹
線
道
路
舗
装
工
事
を
行

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
家
屋
、
道
路
等
の
冠

水
被
害
軽
減
の
た
め
の
御
徳
２
地
区
浸
水

対
策
工
事
は
平
成
30
年
度
の
完
成
を
目
指

し
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

異
常
気
象
に
よ
る
豪
雨
災
害
を
踏
ま
え
安

全
・
安
心
し
た
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、ふ
れ

あ
い
橋
か
ら
御
徳
橋
間
の
遠
賀
川
左
岸
堤

防
の
完
成
堤
化
を
国
と
、
歩
道
の
整
備
を

県
と
連
携
を
図
り
、推
進
し
て
い
き
ま
す
。
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◆ 

町
営
住
宅
施
策 

◆

　

ほ
ぼ
満
室
の
入
居
状
況
が
続
い
て
い
る
新

多
定
住
促
進
住
宅
は
、
今
後
も
指
定
管
理
者
と

連
携
を
図
り
、
定
住
希
望
者
へ
の
住
環
境
の
整

備
や
定
住
人
口
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
七
福
団
地
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
は
Ｐ

Ｆ
Ｉ
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
の
中
で
作
成
し

た
実
施
方
針
案
を
公
表
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
質
問

や
意
見
に
耳
を
傾
け
て
実
施
方
針
を
確
定
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
既
存
の
町
営
住
宅
は
居

住
性
・
安
全
性
・
住
環
境
の
向
上
に
努
め
、引
き

続
き
計
画
的
な
整
備
を
行
い
、
適
正
な
管
理
を

し
て
い
き
ま
す
。

◆ 

学
校
教
育 

◆

　
「
こ
た
け『
つ
な
が
る
』学
び
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」の
も
と
、広
い
視
野
を
持
ち
、志
高
く
未
来

を
創
り
出
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
資
質
・
能

力
を
確
実
に
育
む
学
校
教
育
の
実
現
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

　

新
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
生
き

て
働
く「
知
識
・
技
能
」の
習
得
、
未
知
の
状
況

に
も
対
応
で
き
る「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現

力
」の
育
成
、
学
び
を
人
生
や
社
会
に
生
か
そ

う
と
す
る「
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
力
」の
涵か
ん

養
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
確
か
な
学
力

の
育
成
を
目
指
し
た
指
導
方
法
の
工
夫
改
善

は
も
と
よ
り
、
全
校
連
携
の
教
育
活
動
を
充
実

さ
せ
、
英
語
な
ど
の
教
科
で
教
職
員
の
乗
入
れ

授
業
の
実
践
な
ど
小
中
接
続
の
円
滑
化
を
目

指
し
た
教
育
活
動
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
で
は
、
学
校
教
育
活
動
の
一
環
と

し
て
、
バ
ラ
ン
ス
豊
か
な
給
食
を
提
供
し
、
子

ど
も
た
ち
の
心
身
の
健
康
、
健
や
か
な
成
長
を

育
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
地
産
地
消
を
推
進

し
、
引
き
続
き
安
全
で
安
心
な
給
食
の
提
供
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
か
ら
進
め
て
い
る
大
規
模
改

修
は
、北
小
学
校
の
外
壁
・
防
水
工
事
、北
・
西

小
学
校
の
ト
イ
レ
洋
式
化
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。
本
年
度
で
小
竹
町
学
校
施
設
整
備
第

７
次
５
か
年
計
画
に
基
づ
い
た
工
事
は
す
べ

て
終
了
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
給
排
水
管
や

プ
ー
ル
設
備
等
の
改
修
を
含
め
た「
小
竹
町
学

校
施
設
整
備
第
８
次
５
か
年
計
画
」の
策
定
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◆ 

社
会
教
育 

◆

　

青
少
年
の
健
全
育
成
・
生
涯
学
習
・
社
会
教

育
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
学
び
を
通
じ
た
人
づ

く
り
、
地
域
づ
く
り
を
進
め
、
社
会
教
育
関
係

者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
へ
の
研
修
の
充
実
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い

て
も
、
ふ
れ
あ
い
運
動
会
に
代
わ
る
新
し
い
ス

ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
し
、
よ
り
一
層
町
民
の
皆

様
の
健
康
増
進
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

町
の
貴
重
な
文
化
財
を
保
護
し
、
郷
土
の
資

源
、
歴
史
を
活
用
し
た
地
域
教
育
活
動
を
引
き

続
き
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

人
権
教
育
で
は
、“
人
権
感
覚
”を
養
う
た
め

の
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

◆ 

病
院
経
営 

◆

　

経
営
面
・
医
療
面
等
の
収
支
改
善
策
等
を
見

直
し
、「
小
竹
町
立
病
院
経
営
健
全
化
計
画
」を

策
定
し
ま
し
た
。
今
後
も
適
切
な
病
院
事
業
の

経
営
改
革
、
医
療
提
供
体
制
の
再
構
築
、
地
域

に
必
要
な
病
院
と
し
て
存
続
す
る
た
め
に
、
職

員
一
人
ひ
と
り
が
一
丸
と
な
っ
て
病
院
事
業

の
健
全
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◆ 

上
下
水
道
事
業 

◆

　

現
在
、
水
道
事
業
の
広
域
連
携
の
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
、
引
き
続
き
近
隣
水
道
事
業
者
と

広
域
化
に
向
け
た
協
議
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
水
道
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
の
た

め
、
浄
水
施
設
、
漏
水
頻
度
の
高
い
配
水
管
施

設
の
更
新
を
行
い
、施
設
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

生
活
環
境
の
改
善
、
定
住
促
進
や
市
街
化
を

進
め
る
上
で
も
、
本
町
の
優
先
的
な
課
題
の
一

つ
で
あ
る
公
共
下
水
道
事
業
。
住
宅
密
集
地
の

優
先
的
整
備
や
小
竹
駅
西
口
等
の
住
宅
開
発

に
併
せ
た
整
備
な
ど
、
中
長
期
的
な
計
画
に
基

づ
き
、
財
政
状
況
に
も
十
分
に
留
意
し
な
が
ら

推
進
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、峰
畑
地
区
、勝
野

1
区
の
一
部
は
本
年
度
に
供
用
開
始
予
定
で

あ
り
、
す
で
に
供
用
開
始
し
て
い
る
地
区
と
併

せ
て
、接
続
促
進
に
努
め
ま
す
。そ
の
ほ
か
、農

業
集
落
排
水
事
業
は
供
用
開
始
か
ら
20
年
が

経
過
し
、
平
成
30
年
度
ま
で
に
施
設
の
機
能
診

断
を
実
施
し
、
経
営
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
段

階
的
な
改
善
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

平成２９年度施政所信表明　“暮らしを支える絆社会”を目指します

組
織
再
編

平
成
29
年
4
月
１
日
か
ら
、組
織
が
変
わ
り
ま
す
。
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組
織
再
編

平
成
29
年
4
月
１
日
か
ら
、組
織
が
変
わ
り
ま
す
。

行
政
組
織
の
ス
リ
ム
化
へ

　
「
第
６
次
小
竹
町
行
政
改
革
大

綱
」に
基
づ
き
、町
で
は
、行
政
経
費

を
抑
制
し
つ
つ
収
入
の
確
保
を
図

る
と
と
も
に
、機
構
や
事
務
事
業
を

見
直
し
、
定
員
管
理
の
適
正
化
、
人

件
費
の
抑
制
等
と
併
せ
組
織
の
ス

リ
ム
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
組
織
の
見
直
し

と
し
て
、
管
財
課
を
廃
止
し
、
住
宅

管
理
係
と
建
築
係
を
ま
ち
づ
く
り

推
進
課（
旧
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
）

へ
、管
財
係
を
総
務
課
へ
移
行
し
ま

す
。
そ
れ
に
伴
い
、
庁
舎
内
の
配
置

も
変
わ
り
ま
す（
下
記
参
照
）。

　

そ
の
他
の
再
編
内
容
は
、下
記
の

と
お
り
で
す
。

　

町
で
は
、効
率
的
で
質
の
高
い
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
、皆

様
と
共
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

■ 課および係の統廃合（変更箇所のみ）

旧機構 新機構

◉総務課
　　　庶務係

◉総務課
　　　庶務管財係

◉まちづくり政策課
　　　まちづくり推進係

◉まちづくり推進課
　　　コミュニティ支援係
　　　住宅管理係
　　　建築係

◉管財課 ◉廃止

庁舎案内図

まちづくり
推進課

商工観光係
企画係

住宅管理係
コミュニティ

支援係
建築係

建 設 課 農政環境課

建設事務係
建設技術係

農業振興係
環境係

環境美化センター

別棟２階 別棟１階 １階

総務課

庶務管財係
人事係

情報人権係
財政係

福祉課

子育て支援係

一般福祉係
高齢者福祉係

包括支援センター

健康増進課

保険年金係

税務住民課 会
議
室

副
町
長
室

町
長
室

電
算
室

男子
トイレ

障害者用
トイレ

（オストメイト）

宿
直
室

女
子
ト
イ
レ

談
話
室

会
計
課

会
計
係

福銀

正面玄関

収
納
係

税
務
係

住
民
係

ロビー

２階（上下水道課）および３階（議会事務局）は変更ありません。

皆
様
に
は

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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町長の動き
町 長 コ ラ ム

点

描— ２月２１日から３月２０日まで —

２月２２日
共済組合組合会 県自治会館

じん芥組合要望書提出 県庁

２月２３日 ふくおか県央環境施設組合議会定例会 ふくおか県央環境施設組合

２月２４日 町内医師会との事業打ち合わせ 飯塚市

２月２７日 町長議長打ち合わせ 庁内会議室

２月２８日 県町村会定期総会 県自治会館

３月１日

庁議 庁内会議室

３月定例会議会運営委員会 庁内会議室

（株）ハローデイ竣工式 （株）ハローデイ

県職員（県税事務所）辞令交付 町長室

３月２日 ３月定例会（～１７日まで） 議場

３月３日
宮若市外二町じん芥処理施設組合正副組合長会 くらじクリーンセンター

直鞍ビジネス支援センターオープニングセミナー ユメニティのおがた

３月４日 飯塚市役所落成式 飯塚市役所

３月６日
つなぐホーム（直方 FM サテライト）来庁 町長室

環境施設等広域化協議 町長室

３月７日 直鞍地区行政相談員自主研修会 長寿健康の家

３月１０日

中学校第７０回卒業証書授与式 中学校

飯塚市長との協議 飯塚市役所

消防団長来庁 町長室

環境施設広域化検討会議 飯塚市役所

３月１１日
健康ウォーキング大会 保健センター

第３高射特科群記念祝賀会 飯塚駐屯地

３月１２日 筑豊地区自衛隊入隊激励会 のがみプレジデントホテル

３月１８日 こども園修了証書授与式 小竹こども園

　

草
木
が
芽
吹
き
春
の
息
吹
を
満
喫
す
る

４
月
を
迎
え
た
。「
暮
ら
し
を
支
え
る
絆
社

会
」実
現
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
施
策
や

平
成
29
年
度
の
町
の
予
算
案
な
ど
重
要
な

政
策
を
３
月
定
例
町
議
会
に
提
案
し
活
発

な
議
論
を
経
て
成
立
し
た
。そ
の
中
で
、小

竹
町
も
急
速
に
進
む
人
口
減
少
や
少
子
・

高
齢
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
低
下
な
ど
懸

念
さ
れ
る
時
代
を
迎
え
て
い
る
。
こ
の
多

難
な
時
代
を
乗
り
切
る
た
め
、
こ
れ
か
ら

の
10
年
間
、
次
世
代
に
つ
な
ぐ
た
め
の
ま

ち
の
進
む
べ
き
方
向
、
望
ま
し
い
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
と
な
る
重
要
な
施
策「
第
５

次
小
竹
町
総
合
計
画
案
」に
つ
い
て
も
審

査
を
受
け
理
解
を
い
た
だ
き
策
定
し
た
。

今
後「
住
み
た
い
！
育
て
た
い
！
訪
ね
た

い
！
あ
な
た
が
主
役
！ 

幸
せ
実
感 

小
竹

町
」を
こ
の
計
画
の
理
念
と
し
て「
協
働
・

共
生
」の
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
目
指
し

た
い
。先
月
、国
有
地
売
却
問
題
で
揺
れ
る

中
、
あ
る
閣
僚
の
国
会
答
弁
に
対
す
る
記

者
会
見
で
の
釈
明
で「
私
は
本
当
に
自
分

の
記
憶
に
基
づ
い
て
答
弁
を
し
て
い
る
。

従
っ
て
、
私
の
記
憶
に
基
づ
い
て
の
答
弁

で
あ
っ
て
、
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
と
い
う

認
識
は
な
い
」。こ
の
釈
明
の
言
葉
は
い
た

だ
け
な
い
。希
望
を
持
っ
て
働
き
、安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
を
め
ざ
す
こ
と
が
政

（
ま
つ
り
ご
と
）の
要
諦
。政
治
家
に
は「
信

頼
と
覚
悟
」の
気
概
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
で
は
。自
戒
を
込
め
て
そ
う
思
う
。

小
竹
町
長
　

夫め

婦を
と

松ま
つ

囲か
こ

ふ
が
如ご

と

く
若わ

か

布め

干ほ

す
　
　
　 

松
尾　

治
子

山や
ま

笑わ
ら

ふ
山や

ま

懐ふ
と
こ
ろ

に
猿さ

る

田た

彦ひ
こ

　
　
　
　
　
　 

原
賀　

静
子

杖つ
え

つ
け
ば
足あ

し

の
先さ

き

よ
り
日ひ

脚あ
し

伸の

ぶ
　
　 

松
尾
清
一
郎

石い
し

橋ば
し

は
四し

五ご

歩ほ

の
長な

が

さ
鳥と

り

帰か
え

る
　
　    

安
藤
つ
き
子

小
竹
同
人
句
会

阿
部
天
風　

選

捨す
て

墓ば
か

に
今い

ま

も
春

し
ゅ
ん

蘭ら
ん

咲さ

き
た
る
や
　
　
　 

豊
崎　

民
恵

話は
な
し

し
た
き
こ
と
の
山や

ま

ほ
ど
春は

る

惜を

し
む
　 

時
川
寿
美
子

そ
の
昔

む
か
し

炭や

坑ま

の
町ま

ち

か
ら
雛ひ

な

の
町ま

ち

　
　
　 

門
田　

睦
子

大た
い

役や
く

を
終を

え
て
ひ
と
り
の
春は

る

の
膳ぜ

ん

　
　  

小
嶋　

亮
子

火か

宅た
く

な
る
朱し

ゅ

彫ぼ
り

の
墓は

か

や
春は

る

惜を

し
む
　
　 

選
者　
　

吟

小
竹
初
音
句
会

阿
部
天
風　

選

繙ひ
も
と

き
し
俳は

い

書し
ょ

に
香か

お

る
黄き

水す
い

仙せ
ん

　
　
　   

福
間
菜
津
美

在あ

り
し
日ひ

を
想を

も

ふ
校こ

う

庭て
い

春は
る

惜を

し
む 

　   

大
塚　

尚
美

雀す
ず
め

の
子こ

パ
ッ
ト
飛と

び
翔た

つ
散さ

ん

歩ぽ

径み
ち 

　
　
丸
山
の
り
よ

畦あ
ぜ

焼や

い
て
煙け

む

り
這は

ふ
中な

か

走は
し

り
け
り
　  

増
永
美
智
子

野の

仏ぼ
と
け

の
膝ひ

ざ

に
抱だ

か
れ
し
雀す

ず
め

の
子こ

　
　
　 

山
本　

繁
明

水す
い

仙せ
ん

に
心こ

こ
ろ

と
ら
れ
て
な
ご
み
け
り
　
　 

塩
川　

静
子

大お
お

寺で
ら

の
甍い

ら
か

と
ん
と
ん
雀す

ず
め

の
子こ

　
　
　
　 

渡
辺
ひ
と
み

新
多
園
句
会

阿
部
天
風　

選

俳  

句
6
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私
は
当
院
に
入
職
し
て
丸
６
年
の
月
日
が

た
ち
ま
し
た
。
入
職
当
初
は
、
リ
ハ
ビ
リ
科

の
立
ち
あ
げ
も
あ
り
、
ス
タ
ッ
フ
２
人
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。平
成
26
年
４
月
に
、言
語

聴
覚
室
を
増
設
す
る
な
ど
、環
境
・
設
備
面
に

お
い
て
充
実
し
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
も
充
実

し
、現
在
は
６
人
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

◉ 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
・・・

　

慢
性
の
変
形
関
節
疾
患
・
骨
折
の
手
術
後

等
を
主
と
し
た
整
形
外
科
疾
患
、脳
梗
塞
・
脳

失
血
等
の
脳
血
管
疾
患
、
慢
性
呼
吸
器
不
全

を
主
と
し
た
呼
吸
器
疾
患
、
肺
炎
等
で
の
長

期
間
寝
た
き
り
を
原
因
と
し
た
廃
用
性
疾
患

と
い
っ
た
多
種
に
わ
た
る
患
者
様
へ
の
対
応

を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、外
来
の
患
者
様
の

リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
、他
院
、施
設
等
か
ら
の
紹

介
患
者
様
へ
の
対
応
も
し
て
い
ま
す
。

町立病院
リハビリテーション科

理学療法士
　  荒木　実さん

◆「
超
音
波
治
療
器
」

　

を
紹
介
し
ま
す
！

　

筋
肉
・
関
節
の
痛
み
に
疾
患
部
を
立
体
的
に
温

め
、
ミ
ク
ロ
マ
ッ
サ
ー
ジ
効
果
に
よ
る
筋
肉
症
・
関

節
症
を
和
ら
げ
る「
超
音
波
」の
電
気
治
療
器
で
す
。

①
従
来
に
比
べ
体
の
深
部
ま
で
に
効
果
が
望
め
ま

す
。
②
膝
関
節
や
股
関
節
の
人
工
関
節
手
術
後
の

人
に
も
使
用
が
可
能
で
す
。
③
骨
折
後
や
手
術
後

の
骨
癒
合（
骨
の
つ
な
が
り
具
合
）を
促
す
機
能
も

あ
り
ま
す
。

　

①
～
③
に
示
し
た
よ
う
に
、
今
ま
で
の
電
気
治
療

器
で
治
療
を
行
う
こ
と
自
体
が
禁
止
さ
れ
て
き
た

事
項
が
緩
和
さ
れ
、
治
療
自
体
の
拡
大
・
拡
張
が
望

め
る
と
い
っ
た
非
常
に
有
効
的
な
治
療
器
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　毎月木曜日１６時３０分から

  次のとおり教室を実施します。

＊＊＊ ４月の教室内容 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊

  ６日▷糖尿病はどんな病気？ （副院長）

１３日▷糖尿病と食生活について （管理栄養士）

２０日▷運動療養法の実際 （副院長・理学療法士）

２７日▷食事療法の実際 （管理栄養士）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

町立病院
✿

伝言板

町立病院事務局
☎２・０２８２

　

テ
ー
マ
は
、
海
外
旅
行
時
の“
空
港
で

の
英
会
話
”。
先
生
た
ち
は
機
長
や
客
室

乗
務
員
に
変
装
し
、
飛
行
機
の
機
内
ア

ナ
ウ
ン
ス
の
聞
き
取
り
や
自
作
の
パ
ス

ポ
ー
ト
を
使
っ
て
の
入
国
審
査
体
験
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。「
楽
し
か
っ
た
で

す
。
い
つ
も
よ
り
も
話
せ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。」と
稲
益
琴
音
さ
ん
が
笑
顔

で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
、
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
楽
し
さ
を
学
ん
だ
よ
う
で
す
。

　

２
０
１
１
年
度
か
ら
必
修
に
な
っ
た

小
学
５
・
６
年
生
の
外
国
語
活
動
。
現
在

は「
聞
く
・
話
す
」を
中
心
に
、
言
語
や
文

化
を
体
験
的
に
理
解
し
、
積
極
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
学
習
を
し

て
い
ま
す
。
文
部
科
学
省
は
次
期
学
習

指
導
要
領
改
訂
案
を
発
表
し
、
２
０
２
０

年
度
か
ら“
小
学
３
年
生
か
ら
の
必
修
”

“
小
学
５
年
生
か
ら
教
科
書
を
使
っ
て

「
読
む
・
書
く
」も
加
え
た
週
２
時
間
の

教
科
化
”が
導
入
予
定
で
す
。

　

小
竹
町
は
以
前
か
ら
町
内
在
住
の
外

国
人
講
師
を
こ
ど
も
園
や
小
学
校
に
配

置
し
、国
際
的
な
視
野
を
も
っ
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
み
、国
際
理
解

を
深
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
さ
ら
な
る

英
語
教
育
の
充
実
を
目
指
す
た
め
、
Ａ

Ｌ
Ｔ（
ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
・
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
）を
活
用
し
、
生
き
た
英
語
に
触

れ
る
取
り
組
み
を
し
て
い
き
ま
す
。

小竹中の
“出前授業”

　２月末、小竹中学校の校長や
英語教諭、派遣 ALT が各小学
校の６年生（現在、中学新１年
生）に“英語の出前授業”を行い
ました。小学校ではどのように
英語教育に取り組んでいるの
でしょう。

▲講師は、全学年に歌やゲーム
などで英語の楽しさなどを教
えています。子どもたちは英語
を身近に感じているでしょう。

◀
入
国
審
査
体
験

は
少
し
緊
張
気
味

な
様
子
で
す
。

糖尿病・栄養教室

開催中！

どなたでも
参加 OK

7 ひまわりだより
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あなたの住む地域のイベントや
身近な話題などの情報を
広報で発信しませんか？

連絡先▶総務課情報人権係☎２・１２１２

Town's topics

み ん な の ひ ろ ば
◉小竹魂、絶対に忘れない！

　３月８日、西小学校全児童が集団下校をし、通学路にあ

る“こども１１０番の家”を訪れ、感謝状を手渡しました。こ

れは学期ごとの恒例活動の一つ。こども１１０番の家の人た

ちは「おかえり」と迎え入れ、「いつも見守ってくれて、あり

がとうございます。これからもよろしくお願いします。」と

子どもたちは大きな声で感謝の言葉を伝えていました。そ

の様子から、“声かけやつきまとい”など子どもたちが何ら

かの危険を感じたときに、すぐに助けを求められる信頼関

係が築けていると感じました。

◉いつもありがとうございます☆

◉ウォーキングで健康なカラダへ
　歩くという日常的な運動の大切さを普及するため、町健
康づくり推進会と町が主催する「歴史探訪と健康ウォーキ
ング大会」が３月１１日に開催されました。田川市や飯塚
市などからの参加もあり、参加者６０人が合屋古墳や正行
寺、枇杷天満宮などの歴史に触れ、約６㎞のコースを巡り
歩きました。菜の花が咲き、つくしを探しながら春の訪れ
を感じ、楽しく会話を弾ませていた参加者。汗をかきなが
らウォーキングで身も心もリフレッシュをし、歩くことの
気持ちよさ、楽しさを味わったことでしょう。

◉６年間の思いを込めてつくります
　東日本大震災から６年。地名に縁のある石巻市小竹浜
地区と震災直後から支援・交流をしている「小竹浜に笑顔
を贈る会」。会は、町と町民とで力を合わせ、町のイメージ

“竹”の素材を活かした創作“五平太船”を作り始めました。
２０１５年町民まつりに来らた小竹浜の人たちから“特産の
雄勝石を使ったレリーフ”をいただいたお礼として、８月
頃に贈る予定です。「６年間も絆をあたためてくれて感謝。
その思いが町民に伝わり、町が大きな絆社会に進んでいく
一歩になることを期待したい」と松尾町長は語りました。

　３月１０日、小竹中学校で第７０回卒業証書授与式が行わ
れました。卒業生代表の田原陽仁さんは「ありがとう 私た
ちの小竹中！私たちは小竹中の歴史と伝統を後輩に託し
ます。皆さんの手で、力で新たな歴史をつくってください」
と答辞を行いました。そして、卒業生５６人は、今までお世
話になった先生たち、見守り支えてくれた家族や地域の人
たちに、感謝の気持ちを合唱で伝えました。そして、仲間と
過ごしたかけがえのない 3 年間の思い出を胸に刻み、大き
な夢と希望を抱いて、学び舎を巣立っていきました。
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報情このけた−タンセ援支て育子
園もどこ竹小 と

子育て支援センター たけのこからのお知らせ

 子育て支援センターは、小竹こども園りんごルーム

内にあります。お子さんと一緒に遊びに来ませんか？

　詳しくはお尋ねください。　☎２・０１８７

　

昔
々
、赤
地
村
は
旧
長
崎
街
道
に
面
し
、参
勤
交
代
の
通
路

と
し
て
栄
え
て
い
ま
し
た
。
諸
大
名
を
始
め
、
長
崎
遊
学
者
、

外
国
人
、
商
人
な
ど
い
ろ
ん
な
人
が
赤
地
の
里
を
往
復
し
て

い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、そ
の
街
道
に
大
石
が
横
た
わ
り
、往
来
す
る
人

の
妨
げ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。村
人
は
、こ
の
や
っ
か
い
な
大

石
を
取
り
除
こ
う
と
し
ま
し
た
が
び
く
と
も
し
ま
せ
ん
。
あ

き
ら
め
て
、大
石
は
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、一
人
の
武
士
が
通
り
か
か
り
、難
儀
す
る
村
人
の

様
子
を
見
か
ね
て
大
石
を
動
か
し
て
や
ろ
う
と
決
心
し
ま
し

た
。
顔
を
真
っ
赤
に
し
て
大
石
を
持
ち
上
げ
、
地
蔵
堂
の
近

く
に
移
し
て
通
行
を
容
易
に
す
る
と
、
そ
の
ま
ま
立
ち
去
っ

て
い
き
ま
し
た
。
後
で
、
こ
の
武
士
が
豪
傑
で
名
高
い
塙ば
ん

団だ
ん

右え

も

ん
衛
門
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
の
大
石
を
塙
石
と
呼

ぶ
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。今
で
も
、塙
石
は
地
蔵
堂
の
そ

ば
に
あ
り
ま
す
。

▲ 案内（塙石）
　平成筑豊鉄道赤地駅から歩いて約 5 分。
　地蔵堂の裏にひっそりと残されている大石。

子
ど
も
に
聞
か
せ
る

小
竹
の
昔
ば
な
し

第 3 話

塙ば
ん

石せ
き

の
話         

文　

郷
土
史
研
究
会
員

★

　年長児が小学校体験入学の時に、５年生と一緒にスタン

プラリーをしたことがきっかけ。「私たちもお姉ちゃんた

ちみたいにやってみたい」、「小さい組のお友達も招待した

い」と子どもたちが思いついたものです。

　自分たちでどんな遊びにするのか、そのためには何が必

要か話し合い、役割分担を決めたり、ラリーに必要なもの

を作ったりと、子どもたちが中心となって進めてきまし

た。この活動は２月の上旬から準備を始め、遊びは３月ま

で続きました。

　年長児にとっては遊びを企画し進めるという体験がで

き、招待された２歳児や年少児、年中児は大いに楽しむこ

とができました。年齢を超えた交流ができたようです。

　２月末、こども園の年長児が

ボーリング・迷路・魚釣り・くじ

引きなどのコーナ―を作り、２

歳児や年少児、年中児を誘って

スタンプラリーをしました。
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役 場 か ら の お 知 ら せ

生後３か月以上の犬は、狂犬病予防注射を忘れずに
問い合わせ▶農政環境課環境係☎２・１９４６

教育委員会からのお知らせ
問い合わせ▶教育課学校教育係☎２・１９６１

■ 狂犬病予防注射実施日程　
　※雨天の場合でも実施します。

月　日 場　所 時　間

４月１２日（水）

兵丹区公民館 　９：１５ ～ 　９：３０

南良津区公民館 　９：４０ ～ 　９：５５
米麦共同乾燥調整施設

（新山崎区） １０：０５ ～ １０：２０

保健センター前 １０：３０ ～ １０：４５

中央１集会所 １０：５５ ～ １１：０５

勝野２区公民館 １１：１５ ～ １１：３０

勝野１区公民館 １１：４０ ～ １１：５０

赤地区公民館 １３：１５ ～ １３：３５
御徳２区公民館

（東住民センター）
１３：４５ ～ １４：０５

御徳１区公民館 １４：１５ ～ １４：２５

御徳３区公民館 １４：３５ ～ １４：５５

小竹区公民館 １５：０５ ～ １５：１５

４月２５日（火）

毛勝区公民館 １３：３０ ～ １３：４０
西校区水防倉庫前

（旧新多消防格納庫）
１３：４５ ～ １４：１０

芦北区公民館 １４：２０ ～ １４：３０

七福コミュニティセンター １４：４０ ～ １４：５５
南住民センター

（峰畑区）
１５：０５ ～ １５：２５

■ 料金
【新規登録の場合】

登録手数料（１頭） ３，０００円
注射料　　（１頭） ２，６００円
注射済票　（１頭） ５５０円
合　　計 ６，１５０円

【登録済みの場合】
注射料　　（１頭） ２，６００円
注射済票　（１頭） ５５０円
合　　計 ３，１５０円

▶当日は、なるべくおつりがいらないようにご
　準備ください。ご協力をお願いします。

▶犬の登録と予防注射は、飼育場所が屋内・屋外
　に関わらず飼い主の義務です。この義務を怠
　ると、狂犬病予防法第２７条により、「２０万円
　以下の罰金」に処せられます。

左記予防接種日程の都合が悪い場合
は、かかりつけの動物病院等で、注射
を受けることも可能です。病院によっ
ては、往診制度もありますので、動物
病院にお問い合わせください。

　町内各小中学校の始業式・入学式についてお知らせします。

始業式
各小学校

４月７日（金）
中学校

入学式
各小学校 ４月１２日（水）

中学校 ４月１１日（火）
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国民健康保険に加入・やめるとき
問い合わせ▶健康増進課保険年金係☎２・１２２４

■ 手続きについて

国保に加入するとき

どんなとき 必要なもの

▶職場の健康保険な
　どをやめたとき
　（退職日の翌日）

資格喪失証明書などの保険の喪
失が確認できるもの
※非自発的失業者の人は、その 
　ことが確認できる雇用保険受
　給資格者証

▶家族の健康保険の
　被扶養者からはず
　れたとき

資格喪失証明書または被扶養者
からはずれた証明書

▶小竹町に転入した
　とき（※１）

７０歳以上の人が転入する場合
は、転出した市町村で交付された
負担区分証明書

▶子どもが生まれた
　とき（※１）

印かん

▶生活保護を受けな
　くなったとき

保護廃止（停止）決定通知書

（※１）国民健康保険以外の健康保険に加入している場合や
　　　生活保護を受けている場合を除きます。

 ＊＊ 届け出が遅れると ＊＊＊＊＊＊＊＊

▶国保の保険税は届け出をした日からではなく、資格
　を得た月にまでさかのぼって払うことになります
　（遡及賦課といいます）。

▶被保険者証がない間の医療費は、やむを得ない場合
　を除き、全額自己負担となります。

国保をやめるとき
（資格がなくなったとき）

どんなとき 必要なもの

▶職場の健康保険などに加
　入したとき

国保の被保険者証と加入し
た健康保険の被保険者証

（※２）

▶小竹町から転出したとき 被保険者証（※２）

▶死亡したとき
被保険者証（※２）、印かん、
喪主の通帳

▶生活保護を受け始めたとき
保護開始決定通知書、被保
険者証（※２）

▶６５歳から７４歳までの
　人が後期高齢者医療制度
　の対象者になったとき

※７５歳になり対象となった
　ときは届け出は不要です。

６５歳以上で一定以上の障
害がある人で、後期高齢者
医療制度の対象となった場
合は個別で案内をします。

（※２）国民健康保険で限度額適用・標準負担額減額認定証
　　　や高齢受給者証、特定疾病療養受給者証の交付を受
　　　けている場合は、手続きの際に返却してください。

国民健康保険に加入するとき、やめるときは、
１４日以内に健康増進課保険年金係の窓口で手続きを行いましょう。

 ＊＊ 届け出が遅れると ＊＊＊＊＊＊＊

▶資格を喪失した被保険者証で診療を受けると、国保が負
　担した医療費分を返還していただく場合があります。

▶他の健康保険などに加入後、国保をやめる届け出が
　なければ、国保税と健康保険などの保険料を二重で
　払うことになります。
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精神障害者に対する交通運賃割引を実施します
問い合わせ▶西鉄お客様センター☎０５７０・００・１０１０／堀川バス（株）統括部☎０９４３・２３・２１１５

【
割
引
適
用
路
線
】

▽
バ
ス
・・・

西
日
本
鉄
道（
株
）、西
鉄
バ
ス
北
九
州（
株
）、西
鉄
バ
ス
宗

像（
株
）、
西
鉄
バ
ス
筑
豊（
株
）、
西
鉄
バ
ス
二
日
市（
株
）、

西
鉄
バ
ス
久
留
米（
株
）、西
鉄
バ
ス
大
牟
田（
株
）、西
鉄
バ

ス
佐
賀（
株
）の
一
般
路
線
バ
ス
全
線
お
よ
び
高
速
バ
ス
の

一
部
対
象
路
線

▽
鉄
道
・・・

天
神
大
牟
田
線
、貝
塚
線
、筑
豊
電
気
鉄
道（
株
）の
全
線

【
割
引
適
用
範
囲
】

普
通
旅
客
運
賃
、回
数
旅
客
運
賃
、定
期
旅
客
運
賃（
通

勤
・
通
学
）

【
割
引
率
】

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
提
示
に
よ
り
５
割
引

※
等
級
に
応
じ
て
介
護
者
も
割
引
に
な
る
場
合
が
あ    

り
ま
す（
小
児
定
期
券
に
つ
い
て
は
割
引
は
あ
り
ま
せ

ん
）。

【
利
用
方
法
】

◇
手
帳
の
確
認
に
よ
る
割
引

◇
障
害
者
用nim

oca

カ
ー
ド（
※
）の
利
用
に
よ

　

る
割
引

（
※
）nim

oca

取
扱
窓
口
に
て
精
神
保
健
福
祉
手
帳
の

　
　

提
示
に
よ
り
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

発
行
は
平
成
29
年
４
月
１
日（
土
）か
ら
開
始
し

　
　

ま
す
。

【
割
引
適
用
路
線
】

堀
川
バ
ス
全
路
線

【
割
引
適
用
範
囲
】

普
通
旅
客
運
賃（
現
金
・
普
通
乗
車
券
・
回
数
乗
車
券
）、

持
参
人
式
定
期
券（
通
勤
定
期
券
）・
通
学
定
期
券

【
割
引
率
】

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
提
示
に
よ
り
５
割
引

（
定
期
券
は
３
割
引
）

※
等
級
に
応
じ
て
介
護
者
も
割
引
に
な
る
場
合
が
あ    

り
ま
す（
小
児
定
期
券
に
つ
い
て
は
割
引
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

【
利
用
方
法
】

◇
現
金
・・・

　

バ
ス
車
内
に
て
運
賃
を
お
支
払
い
に
な
る
際
に
運
転

　

士
へ
手
帳
の
提
示
に
よ
り
割
引
し
ま
す
。

◇
普
通
乗
車
券
・・・

　

羽
犬
塚
、
福
島
待
合
所
で
切
符
を
購
入
す
る
際
に
販

　

売
員
へ
手
帳
の
提
示
に
よ
り
割
引
し
ま
す
。

◇
回
数
乗
車
券
・・・

　

回
数
券
自
体
の
割
引
は
あ
り
ま
せ
ん
。
利
用
し
た
い

　

区
間
の
運
賃
の
割
引
後
の
運
賃
額
に
合
う
回
数
乗
車

　

券
を
お
求
め
く
だ
さ
い
。

◇
定
期
乗
車
券
・・・

　

定
期
券
を
発
券
す
る
際
に
販
売
員
へ
手
帳
の
提
示
に

　

よ
り
割
引
し
ま
す
。

　

定
期
券
発
券
所
▼
羽
犬
塚
待
合
所
、福
島
待
合
所

　
（
委
託
）西
鉄
柳
川
駅
２
階
の
柳
川
観
光
開
発（
株
）、

　

西
鉄
久
留
米
駅
そ
ば
南
必
勝
堂

◉適用開始日
　▶平成２９年４月１日（土）

◉割引対象者
　▶精神障害者保健福祉手帳をお持ちの人

西
日
本
鉄
道
株
式
会
社

堀
川
バ
ス

４月は
未成年者飲酒防止強調月間

　未成年者の飲酒は、からだや心の発達が盛んな時期に

悪影響を与えます。　お酒は二十歳になってから　

福岡国税局・税務署



1213 ひまわりだより13 ひまわりだより

平成２９年４月２４日（月）から
臨時福祉給付金（経済対策分）の申請が始まります
問い合わせ▶福祉課一般福祉係☎２・１２１９

健康診査のお知らせ
問い合わせ▶福岡県後期高齢者医療広域連合お問い合わせセンター☎０９２６５１・３１１１

申請受付会場地図

入
口

入
口

会計課

福祉課

▶

駐
車
場

申請受付会場

駐車場

小竹町役場

小竹町役場
４月２４日（月）から
５月１２日（金）まで
の受付会場です。

５月１５日（月）以降
は、福祉課窓口（⑨
番）で受け付けます。
※申請状況により、
　期間が異なる場
　合があります。

注

【
基
準
日
】

平
成
28
年
１
月
１
日（
基
準
日
時
点
で
小
竹
町
に

住
民
票
が
あ
る
人
が
対
象
）

【
申
請
期
間
】

４
月
24
日（
月
）か
ら
９
月
29
日（
金
）ま
で

※
窓
口
受
付
は
、
平
日
の
８
時
30
分
か
ら
17
時
15

分
ま
で（
木
曜
日
は
19
時
ま
で
）。
土
曜
日
・
日
曜

日
・
祝
日
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

※
対
象
の
可
能
性
が
あ
る
人
に
は
、
申
請
書
一
式

を
４
月
中
旬
頃
に
郵
送
予
定
で
す
。
同
封
の
返
信

用
封
筒
に
必
要
書
類
を
入
れ
、
ポ
ス
ト
に
投と
う

函か
ん

し

て
く
だ
さ
い
。

㊟
申
請
書
一
式
が
届
い
た
人
全
員
が
対
象
に
な
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
左
記
の
対
象
者
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

臨時福祉給付金（経済対策分）

内容

平成２６年４月に実施した消費税率引き上
げに伴う所得の少ない人への影響を緩和す
るための支援です。

支給額
１人につき１５，０００円　

（支給は１回のみです）

対象者

平成２８年度分の住民税が非課税の人（平成
２８年度臨時福祉給付金の支給対象者）

※対象外
▷平成２８年度分の住民税が課税されてい
　る人とその扶養となっている人
▷中国残留邦人等支援給付を受給している人
▷生活保護を受給している人

※初回の振込日は６月５日（月）を予定しています。

※平成２８年度臨時福祉給付金（支給額三千円）を受給
　していない人でも、支給要件を満たしてあれば受給
　することができます。

※平成２８年度臨時福祉給付金対象者であっても、死亡
　された人は対象になりません。

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
は
、
被
保
険
者
を
対
象
に
、
生

活
習
慣
病
の
発
症
や
重
症
化
の

予
防
等
を
目
的
と
し
て
健
康
診

査
を
実
施
し
ま
す
。
被
保
険
者

へ
、
４
月
下
旬
に
受
診
票
と
お
知

ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。

【
受
診
対
象
者
】被
保
険
者
。
た
だ

し
、
健
康
診
査
の
目
的
か
ら
、
生

活
習
慣
病（
※
）の
治
療
を
受
け

て
い
る
人
な
ど
は
対
象
者
と
な

り
ま
せ
ん
。

※
生
活
習
慣
病
と
は
、
糖
尿
病
、

高
血
圧
症
、
脂
質
異
常
症
そ
の
他

の
疾
病
で
、
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
に

起
因
す
る
も
の
で
す
。

【
受
診
期
間
】平
成
29
年
４
月
下

旬
か
ら
平
成
30
年
３
月
31
日
ま

で（
年
に
１
回
）

【
受
診
票
の
送
付
時
期
】

▽
平
成
29
年
４
月
末
現
在
で
被

　

保
険
者
の
人
→
４
月
下
旬

▽
平
成
29
年
５
月
以
降
に
被
保

　

険
者
と
な
る
人
→
被
保
険
者

　

と
な
る
月（
75
歳
の
誕
生
月
な

　

ど
）の
上
旬

【
自
己
負
担
金
】一
人
五
百
円

【
受
診
方
法
】健
康
診
査
の
実
施

医
療
機
関
で
個
別
に
予
約
の
う

え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
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ごみ収集の休業日
のお知らせ
問い合わせ▶農政環境課環境係
　　　　　　☎２・１９４６

手話奉仕員養成講座の
受講生を募集します！
問い合わせ▶町社会福祉協議会☎２・２０２８

  

手
話
で

  

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

  

し
ま
せ
ん
か
？

　

本
年
度
は
宮
若
市
・
小
竹
町
・

鞍
手
町
の
１
市
２
町
合
同
で
基

礎
編
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
講
座
は
、
手
話
通
訳
者
を

目
指
す
人
、
手
話
を
学
び
た
い

人
、
手
話
を
通
じ
て
聴
覚
障
害

の
あ
る
人
と
交
流
が
し
た
い
と

い
う
人
を
対
象
と
し
ま
す
。

【
日
時
】５
月
９
日
か
ら
11
月

21
日
ま
で
の
毎
週
火
曜
日
▽

19
時
30
分
か
ら
21
時
ま
で

【
場
所
】宮
若
市
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー（
図
書
館
）「
宮
若
リ
コ

リ
ス
」研
修
室

【
受
講
資
格
】▽
高
校
生
以
上

（
原
則
、
宮
若
市
・
小
竹
町
・
鞍

手
町
在
住
、
在
勤
の
人
）▽
平

成
28
年
度
入
門
編
修
了
者
▽

過
去
の
入
門（
初
級
）講
座
、
基

礎（
中
級
）講
座
修
了
者

【
受
講
料
】無
料（
た
だ
し
、
テ

キ
ス
ト
代
三
千
二
百
四
十
円

は
必
要
で
す
）

【
募
集
締
切
】４
月
20
日（
木
）

ま
で

【
募
集
人
数
】30
人

【
申
し
込
み
先
】町
社
会
福
祉

協
議
会
☎
２
・
２
０
２
８

固 形 燃 料 用 ご み（ 燃 え る ご み ）
毛勝区３組

５月４日（木）の

ごみの収集はお休みです。

新多区
本町区
栄町区
勝野１区
勝野２区
小竹区

５月５日（金）の

ごみの収集はお休みです。

七福区
峰畑区
芦北区
中央区

ご迷惑をおかけしますが、
お間違えのないようご注意ください。

平成２９年度若年者専修学校等技
能習得資金修学生を募集します！
問い合わせ▶教育課学校教育係☎２・１９６１

【
貸
与
条
件
】町
内
に
在
住
し
、

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
業

が
困
難
で
あ
り
、
職
業
訓
練
お

よ
び
技
能
習
得
の
た
め
に
修

学
に
意
欲
の
あ
る
人
で
、
次
の

条
件
を
満
た
す
人
に
対
し
技

能
習
得
資
金
を
貸
与
し
ま
す
。

① 

前
年
度
に
中
学
校
・
義
務

　

 

教
育
学
校
・
高
等
学
校
も

　

 

し
く
は
中
等
教
育
学
校
を

　

 

卒
業
し
た
人
、
ま
た
は
高

　

 

等
学
校
も
し
く
は
中
等
教

　

 

育
学
校
の
後
期
課
程
を
中

　

  

退
し
た
人

② 

指
定
さ
れ
た
専
修
学
校
等

　

 

に
修
学
す
る
人

※
指
定
校
に
つ
い
て
は
、
教
育

　

委
員
会
に
て
ご
確
認
く
だ

　

さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
募
集
要
領
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。

【
募
集
期
間
】４
月
３
日（
月
）

か
ら
４
月
28
日（
金
）ま
で

【
募
集
要
領
の
設
置
場
所
】

町
教
育
委
員
会
教
育
課
学
校

教
育
係（
中
央
公
民
館
内
）

☎
２
・
１
９
６
１

修業意欲の
ある人を

応援します！

       請求期限は、
       平成３０年４月２日（月）まで

第１０回戦没者等の遺族に
対する特別弔慰金について
問い合わせ▶福祉課一般福祉係
                  ☎２・１２１９

　戦没者等の死亡当時のご遺族で、平成２７年４月１
日において、公務扶助料、遺族年金等を受ける人がい
ない場合に、特別弔慰金が支給されます。

　対象となるご遺族で、まだ請求されていない人は、
下記請求窓口に問い合わせのうえ、請求してくださ
い。

【給付内容】額面２５万円、５年償還の記名国債

【請求窓口】町役場 福祉課一般福祉係
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入学・就職・転勤等による引越し
で住所を異動する人は、次の届け
出を必ず行ってください。

引越しの際は、住所の異動手続きを忘れずに！
問い合わせ▶税務住民課住民係☎２・１２１７

平成２９年度学生納付特例の申請受付が始まります
問い合わせ▶健康増進課保険年金係☎２・１２２４／直方年金事務所☎０９４９・２２・０９０５

 

学
生
納
付
特
例
と
は

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
学
生
が
毎
年
４
月

以
降
に
申
請
し
、
承
認
さ
れ
る

と
保
険
料
が
猶
予
さ
れ
る
制

度
で
す
。

　

平
成
28
年
度
学
生
納
付
特

例
の
承
認
を
受
け
た
人
で
、
平

成
29
年
度
も
同
じ
学
校
に
在

学
す
る
人
に
は
、
学
生
納
付
特

例
申
請
の
は
が
き
が
日
本
年

金
機
構
か
ら
郵
送
さ
れ
ま
す
。

こ
の
は
が
き
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
返
送
す
る
こ
と
で
学

生
納
付
特
例
の
申
請
が
で
き

ま
す
。

▼
こ
の
対
象
で
な
い
学
校
も

　

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
申

　

請
時
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
学
校
な
ど
が
変
わ
っ
た
人

　

は
、
あ
ら
た
め
て
申
請
が
必

　

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

　

意
く
だ
さ
い
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

▽
学
生
証

 

（
ま
た
は
在
学
証
明
書
）

▽
印
か
ん

 

（
代
理
人
申
請
の
場
合
の
み
）

【
申
請
で
き
る
期
間
】

平
成
29
年
度

学
生
納
付
特
例
申
請
の
受
付

▽
平
成
29
年
４
月
３
日（
月
）

か
ら

          　    追納制度をご利用ください !

　保険料免除、納付猶予をされた月から
10 年以内であれば、保険料を後から納付
することができます（追納）。追納すると、
老齢基礎年金の年金額計算に含まれます
ので、追納することをおすすめします。
　ただし、猶予してから２年経過すると経
過した年数に応じて保険料に加算金がつ
きますので、ご注意ください。また、追納す
る場合は、直方年金事務所に納付書を請求
してください。

■ 

住
民
票
異
動
の
届
け
出

（
転
出
届
・
転
入
届
・
転
居
届
な
ど
）

▼
他
の
市
町
村
に

　

転
出
・
転
入
す
る
場
合

転
出
届
を
提
出
し

て
、転
出
証
明
書
を

受
け
取
る

“
転
入
し
た
日
か
ら

14
日
以
内
”に
、
転

出
証
明
書
を
添
え

て
転
入
届
を
提
出

▼
町
内
で
転
居
す
る
場
合

“
転
居
し
た
日
か
ら

14
日
以
内
”に
転
居

届
を
提
出

■ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の「
通
知

カ
ー
ド
」、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド（
個
人
番
号
カ
ー

ド
）」、「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
」の
住
所
変
更
の
届
け
出

◉
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
自
体
は
引

　

越
し
し
て
も
変
わ
る
こ
と

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。

→「
通
知
カ
ー
ド
」「
マ
イ
ナ

　

ン 

バ
ー
カ
ー
ド
」に
新
住

　

所
を
追
記
す
る
必
要
が
あ

　

り
ま
す
。

※
転
入
届
を
提
出
す
る
際
に
、

　

転
入
先
の
市
区
町
村
窓
口

　

で
住
所
変
更
手
続
き
を
行 

　

っ
て
く
だ
さ
い
。

【転出前に】
小竹町役場

引越し先
の市町村

⇩

小竹町役場

国民健康保険、国民年金、
選挙人名簿への登録など
につながる大切な手続きです。

◀マイナンバーの
　「通知カード」

◀身分証明書となる
　「マイナンバーカード」
　（個人番号カード）

手続きを
お忘れずに
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図書室新刊のお知らせ

ピヨピヨ
ハッピーバースデー
著／工藤ノリコ
佼成出版社

　イラスト図解で庭づくりの基礎がよくわ
かる。杭

くい

打ちの基本では、杭
くい

の作り方から、打
ち込む場合の注意点。ブロックの積み方。飛
び石を敷いたときにぐらぐらしないコツ。自
分でつくる庭づくりの楽しみ方、図にコメン
トがついているのでトライしてみよう。

　いいにおいのするフラワー洋

菓子店には、おいしそうなショー

トケーキ、クッキー、大好きプリ

ンもあるけれど・・・ おかあさん

は別の物を買ったよ。ピヨピヨピ

ヨ。おとうさんも急いで帰ってき

たよ。ピヨピヨピヨ。 大きなケー

キに プレゼント 今日はみんなの

ハッピーバースデー。

蜜蜂と遠雷
著／恩田　陸
幻冬舎

　３年毎に開催される芳ヶ江国

際ピアノコンクール。「ここを制

した者は世界最高峰の S 国際ピ

アノコンクールで優勝する」とい

うジンクスがある。

　数多の天才たちが繰り広げる

競争という名の自らの闘い。本選

を勝ち抜き優勝するのは誰なの

か？第１５６回直木賞受賞作。

中
央
公
民
館
だ
よ
り

まるごとわかる！
庭づくり DIY の基本
著／荒井　章
エクスナレッジ 開館時間　　８：３０〜１７：１５

問い合わせ　中央公民館　
　　　　　　☎２・０４５２

　

３
月
５
日
、
親
育
ち
子
育
て
講
演
会「
子

育
て
フ
ェ
ス
タ
」を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の

フ
ェ
ス
タ
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ

て
親
子
で
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
一
緒
に
楽
し

む
こ
と
で
、
愛
情
を
深
め
、
親
子
の
信
頼
関

係
を
強
め
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
約
50
人
の
親
子
が
参
加
し
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
、
親
同
士
子
ど
も
同
士
の

交
流
も
で
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

◀講師“ひとり劇じゅんこ”

　福原順子さんによる『よ

　うこそ、お話の世界へ』。

　“プリンちゃんとアリ”な

　どの人形劇や手遊び歌、

　ポケットから動物の人形

　が出てきたりと、お話に

　夢中の子どもたち。時折、

　親子で見つめ笑い合う様

　子もみられました。

▼ボランティア団体学びボラ２６の皆さんと一緒に、「バクダンホ

　ットドッグづくり」に挑戦。ホットドッグをアルミホイルで巻

　き、牛乳パックに入れて、着火！！「だから、バクダンなんだぁ

　」と声も聞こえました。１歳の女の子でも１つをぺろりと食べ

　てしまうほど、おいしいホットドッグができあがりました。

▲本を入れるマイバッグ作り。

　図書室で、好きな本を選び、表

　紙の絵を描きました。早速、本

　を借りて帰る人もいました。
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今月の健康行事
▶内容によっては事前に予約が必要なもの
　や対象者が限られる場合がありますので、
　保健センターに問い合わせください。

▶ウォーキング教室は、上靴、水筒、タオルを 
   持参してください。

予約・問い合わせ…保健センター☎２・１８６４

４月
１９日（水）：ウォーキング教室

受付▷１０時〜１０時３０分

町民体育館

２７日（木）：ウォーキング教室
受付▷１０時〜１０時３０分

町民体育館

５月
９日（火）：乳児健診

受付▷１３時１５分〜
　　　１３時４５分
保健センター

１１日（木）：ウォーキング教室
受付▷１０時〜１０時３０分
町民体育館

平成２９年度

成人用肺炎球菌の予防接種について

　肺炎球菌感染症の発生や重症化予防のため、予防

接種を受けることをお勧めします。

　肺炎球菌による肺炎は、成人の肺炎の２５～４０％を
占め、特に高齢者での重篤化が問題になっています。肺
炎の他にも気管支炎や敗血症などを引き起こすことも
あります。

◇◇ 定期接種の対象者 ◇◇

▷次の表の対象者のうち、今までに一度も接種
　を受けたことがない人で、接種を希望する人
※対象外：今までに成人用肺炎球菌ワクチンの
　　　　  接種を受けたことがある人

対象者 生年月日

６５歳となる人 昭和２７年４月２日生まれ～昭和２８年４月１日生まれ

７０歳となる人 昭和２２年４月２日生まれ～昭和２３年４月１日生まれ

７５歳となる人 昭和１７年４月２日生まれ～昭和１８年４月１日生まれ

８０歳となる人 昭和１２年４月２日生まれ～昭和１３年４月１日生まれ

８５歳となる人 昭和７年４月２日生まれ～昭和８年４月１日生まれ

９０歳となる人 昭和２年４月２日生まれ～昭和３年４月１日生まれ

９５歳となる人 大正１１年４月２日生まれ～大正１２年４月１日生まれ

１００歳となる人 大正６年４月２日生まれ～大正７年４月１日生まれ

▷６０歳以上６５歳未満の心臓やじん臓、呼吸器に重い病気がある人（身体障
　害者手帳１級程度）およびヒト免疫不全ウイルスにより日常生活がほど
　んど不可能な程度の障害をもつ人

◇◇ 予防接種が受けられる医療機関 ◇◇

　医療機関は、福岡県内の指定医療機関で受けられま
すので、かかりつけ医にご相談ください。
▽町内での実施医療機関は次のとおりです。

医療機関名 所在地 電話番号
（０９４９６）

加來医院 勝野３５４７番地２ ２・００５５

医療法人菊池医院 御徳１９７２番地２ ２・１８６１

林医院 新山崎１０３９番地１ ２・８００８

町立病院 勝野１１９１番地 ２・０２８２

▶ 予防接種料金　２，５００円

　◎生活保護受給者は無料です。
　　医療機関に診療依頼書または
　　生活保護受給証明書を提示し
　　てください。

▶ 予防接種期間

　 平成２９年４月１日から
　 平成３０年３月３１日まで

☆ 

事
前
に

　

 　

予
約
が
必
要
で
す
。

対
象
者
は

今
年
度
限
り
で
す
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暮らしの情報

毎週木曜日は
窓口業務を午後７時まで
延長しています
▷祝日は除きます
▷業務内容によっては、
　当日処理ができない
　場合があります

のおがた警察署　街頭犯罪だより

直方警察署　☎０９４９−２２−０１１０　/　http://www.police.pref.fukuoka.jp

ー メール配信を登録すれば、注意報・警報があなたの携帯電話に自動で送られてくる！！ ー

防災メール「まもるくん」　　http://www.bousaimobile.pref.fukuoka.lg.jp/

■管内街頭犯罪発生状況
2 月中 2 月末まで
件数 件数 前年比

車上ねらい 9 件  10 件 + 7 件
自転車盗 4 件 １5 件 + １件
空き巣 9 件  11件 + ４件

お
知
ら
せ

補
聴
器
交
付（
修
理
）

巡
回
相
談

【
日
時
】4
月
20
日（
木
）10
時
か
ら
11
時

ま
で

【
場
所
】小
竹
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
図

書
室

【
持
参
す
る
も
の
】身
体
障
害
者
手
帳
、

印
か
ん
、補
聴
器

◉
交
付（
修
理
）を
受
け
た
場
合
は
、
世

帯
の
負
担
能
力
に
応
じ
て
費
用
が
必
要

で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】福
祉
課
一
般
福
祉
係
☎

２
・
１
２
１
９

小
竹
町
社
会
福
祉
協
議
会

無
料
法
律
相
談

【
日
時
】４
月
14
日（
金
）12
時
か
ら
13
時

ま
で
受
付
、13
時
開
始

【
場
所
】小
竹
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】小
竹
町
社
会
福
祉
協
議

会
☎
２
・
２
０
２
８

く
ら
し
・
し
ご
と
・
家
計

困
り
ご
と
相
談
室

　

生
活
に
困
り
ご
と
や
不
安
な
ど
を
抱

え
て
い
る
人
の
た
め
に
、
自
立
に
向
け
た

支
援
を
行
い
ま
す
。

【
対
象
者
】町
内
に
在
住
の
人

【
日
時
】月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
▽
９

時
30
分
か
ら
17
時
30
分
ま
で
※
祝
日
も

開
所

【
場
所
】福
岡
県
自
立
相
談
支
援
事
務
所

◉
相
談
無
料
・
予
約
制
・
秘
密
厳
守

◉
小
竹
町
役
場
・
自
宅
で
も
相
談
可
能

【
問
い
合
わ
せ
】福
岡
県
自
立
相
談
支
援

事
務
所
☎
０
９
３
・
２
０
３
・
１
６
３
０

暴
力
団
被
害
集
中
相
談

の
実
施
に
つ
い
て

　

暴
力
団
等
に
よ
る
暴
力
被
害
者
の
早

期
救
済
を
目
的
に
、
警
察
、
弁
護
士
会
、

県
暴
追
セ
ン
タ
ー
、
福
岡
市
暴
力
追
放

相
談
セ
ン
タ
ー
、
飯
塚
市
民
事
暴
力
相

談
セ
ン
タ
ー
、北
九
州
市
安
全
・
安
心
相

談
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
久
留
米
市
暴
力
追

放
推
進
協
議
会
等
が
連
携
し
て
、
次
の

と
お
り
面
接
、
電
話
に
よ
る
集
中
相
談

を
実
施
し
ま
す
。

【
日
時
】４
月
15
日（
土
）10
時
か
ら
16
時

ま
で

【
場
所
】飯
塚
市
民
事
暴
力
相
談
セ
ン

タ
ー（
飯
塚
市
役
所
２
階
）

◉
相
談
電
話
番
号

　

０
９
４
８
・
２
２
・
３
８
８
３

【
問
い
合
わ
せ
】（
公
財
）福
岡
県
暴
力
追

放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
２
・
６

５
１
・
８
９
３
８

平
成
29
年
度　

採
用
試
験

自
衛
隊
幹
部
候
補
生

【
受
付
期
間
】５
月
５
日（
金
）ま
で

【
試
験
期
日
】５
月
13
日（
土
）・
５
月
14

日（
日
）　

※
14
日
は
飛
行
要
員
の
み

◉
採
用
予
定
者
の
入
校
は
、平
成
30
年
３

月
下
旬
頃
か
ら
４
月
上
旬
に
な
り
ま
す
。

◉
大
学
程
度
試
験
お
よ
び
院
卒
者
試
験

は
併
願
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力

本
部
飯
塚
地
域
事
務
所
☎
０
９
４
８
・

２
２
・
４
８
４
７

福
岡
県
学
習
支
援
事
業

生
徒
募
集

【
日
時
】毎
週
土
曜
日
▽
９
時
30
分
か
ら

11
時
30
分
ま
で（
平
成
29
年
５
月
13
日

か
ら
平
成
30
年
３
月
10
日
ま
で
）

【
場
所
】町
中
央
公
民
館

【
対
象
学
年
・
募
集
人
員
】小
学
４
年
生

か
ら
６
年
生
ま
で
・
10
人
程
度

【
費
用
】無
料

【
内
容
】学
校
の
宿
題
や
勉
強
の
習
得
づ

け
、
生
活
習
慣
や
社
会
性
の
育
成
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

※
進
学
の
た
め
の
学
習
主
体
の
教
室
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

◉
期
間
内
、随
時
受
け
付
け
し
ま
す

◉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
同
時
募
集
中
！

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】受
託
団
体

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ

コ
ー
プ（
担
当
・
手
塚
）☎
０
８
０
・
８
９

５
４
・
２
４
８
８

ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を

送
る
運
動
に
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

募
集

相
談

募集種目 資　格

陸上
大学程度試験 一般要員 ◉大学程度試験

▷２２歳以上２６歳未満の人
▷２０歳以上２２歳未満で大学を
　卒業した人（見込み含む）

◉院卒者試験
修士課程修了者等（見込み含む）
で、２０歳以上２８歳未満の人
※資格年齢は平成３０年４月１日現在

院卒者試験 一般要員

海上
大学程度試験

一般要員
飛行要員

院卒者試験 一般要員

航空
大学程度試験

一般要員
飛行要員

院卒者試験
一般要員
飛行要員

▶お住まいの地区の
　犯罪発生状況は、下
　記のホームページ
　に掲載しています。
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人の動き　　　月末現在 ごみの量　　月末現在 交通事故の発生件数
月末現在・（　）は前年同月比

a traffic accidentgarbage of fefuse-derived fuelpopulat ion

　2 月中 2 月末累計
発生件数 3 件（± 0 ） 5 件（－ 3 ）

死者数 0 人（± 0 ） 0 人（± 0 ）

傷者数   4 人（+ 1 ） 6 人（－ 5 ）

■人　口 8,012人
男性 3,817 人 女性 4,195 人
出生 5 人 死亡 19 人
転入 42 人 転出 29 人

■世帯数 3,949世帯

  121,840kg （前月比 － 22,200 kg）

ごみの減量と資源回収にご協力お願いします
資源回収事業として、紙類・衣類は資源回収団体
の皆さんが役場前で回収（月１回）しています。

▶回収日 4 月 16 日（日）９時から１２時まで

2 2
2

ちょっと待って！悪質商法かも！？　一人で悩まず、消費生活センターにお早めにご相談ください。

直鞍広域消費生活センター　☎０９４９・２５・２１６２

愛
の
と
も
し
び

小
竹
町
育
英
資
金
貸
付
基
金
へ

■
香
典
返
し

故　

藤
野　

久
子　

様（
南
良
津
区
）

遺
族　

藤
野　

研
一　

様

小
竹
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

■
一
般
寄
附

　
　

砂
田　

數
枝　

様（
中
央
区
）

■
香
典
返
し

故　

前
田　

利
勝　

様（
芦
北
区
）

遺
族　

前
田　

節
子　

様

故　

香
川　

千
鶴
子　

様（
新
多
区
）

遺
族　

香
川　

紀
光　

様

故　

藤
野　

久
子　

様（
南
良
津
区
）

遺
族　

藤
野　

研
一　

様

故　

花
田　

眞
嗣
郎　

様（
小
竹
区
）

遺
族　

花
田　

貢
江　

様

故　

福
永　

美
津
子　

様（
御
徳
一
区
）

遺
族　

福
永　

忠
雄　

様

故　

大
村　

在
今　

様（
勝
野
二
区
）

遺
族　

大
村　

義
行　

様

故　

稲
葉　

ミ
ツ
コ　

様（
赤
地
区
）

遺
族　

稲
葉　

昇　

様

故　

花
村　

ユ
キ
ヱ　

様（
南
良
津
区
）

遺
族　

花
村　

順
一　

様

故　

藤
中　

光
則　

様（
中
央
区
）

遺
族　

藤
中　

浩　
　

様

　

ア
フ
リ
カ
で
は
、
昼
間
は
40
度
を
超

え
る
猛
暑
の
日
よ
け
、
夜
は
０
～
３
度

ま
で
冷
え
込
み
、毛
布
が
必
要
で
す
。

※
毛
布
一
枚
に
つ
き
千
円
の
送
料
が
必

要
で
す
。

　

毛
布
だ
け
で
も
、
送
料
だ
け
で
も
構

い
ま
せ
ん
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
人
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】明
る
い
社
会
づ
く
り
運

動
推
進
協
議
会（
担
当
・
岩
本
）☎
２
・
２

５
１
７

福
岡
県
認
定
リ
サ
イ
ク
ル

製
品
の
認
定
申
請
を

受
け
付
け
ま
す
！

　

福
岡
県
で
は
、
資
源
の
循
環
お
よ
び

廃
棄
物
の
減
量
の
促
進
を
図
り
、
循
環

型
社
会
の
形
成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

に
、品
質
、安
全
性
等
に
つ
い
て
一
定
の

基
準
を
満
た
す
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
の
認

定
を
行
い
ま
す
。

【
申
請
受
付
期
間
】４
月
10
日（
月
）か
ら

４
月
21
日（
金
）ま
で

【
認
定
対
象
製
品
】建
設
資
材
17
品
目

【
申
請
方
法
】認
定
申
請
書
に
必
要
書
類

を
添
え
て
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
様
式
、
要
綱
等
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http://w
w

w
.recycle-ken.or.jp/

nintei/index.htm
l

）か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
申
請
書
受
付
窓
口
】公
益
財
団
法
人
福

岡
県
建
設
技
術
情
報
セ
ン
タ
ー（
糟
屋

郡
篠
栗
町
大
字
田
中
３
１
５
・
１
）

【
問
い
合
わ
せ
】福
岡
県
環
境
部
循
環
型

社
会
推
進
課
リ
サ
イ
ク
ル
係
☎
０
９

２
・
６
４
３
・
３
３
７
２

平
成
29
年
度
戦
没
者

追
悼
式
の
お
知
ら
せ

　

福
岡
県
で
は
、
先
の
大
戦
に
お
け
る

戦
没
者
等
の
方か

た
が
た々

に
追
悼
の
誠
を
捧
げ

る
と
と
も
に
、
平
和
を
祈
念
す
る
た
め

に
開
催
す
る
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
参
列

者
を
募
集
し
ま
す
。ま
た
、先
の
大
戦
の

記
憶
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
次
の
世

代
へ
継
承
し
て
い
く
た
め
に
も
、
若
い

世
代（
18
歳
未
満
）の
参
列
も
募
集
し
ま

す
。

◆ 

福
岡
県
戦
没
者
追
悼
式

　
（
主
催
・
福
岡
県
）

【
期
日
・
場
所
】８
月
15
日（
火
）▽
県
立

福
岡
武
道
館（
福
岡
市
中
央
区
）

【
募
集
人
員
】九
百
人

【
参
加
資
格
】先
の
大
戦
に
お
け
る
福
岡

県
出
身
の
戦
没
者
お
よ
び
一
般
戦
災
死

没
者
の
遺
族
で
本
県
に
居
住
し
て
い
る

人（
三
親
等
以
内
の
親
族
を
優
先
）

【
参
加
費
用
等
】無
料（
会
場
ま
で
の
交

通
費
は
自
己
負
担
）※
参
列
遺
族
全
員

の
献
花
を
予
定

【
募
集
締
切
】6
月
７
日（
水
）ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】町
役
場
福
祉
課
一
般
福

祉
係
☎
２
・
１
２
１
９

◆
全
国
戦
没
者
追
悼
式

　
（
主
催
・
政
府 

厚
生
労
働
省
）

【
期
日
・
場
所
】８
月
14
日（
月
）か
ら
８

月
15
日（
火
）ま
で
の
２
日
間
▽
日
本
武

道
館（
東
京
都
）

【
募
集
人
員
】百
七
人

【
参
加
資
格
】①
先
の
大
戦
に
お
け
る
戦

没
者
、
一
般
戦
災
死
没
者
お
よ
び
原
爆

死
没
者
の
遺
族
で
本
県
に
居
住
し
て
い

る
人（
三
親
等
以
内
の
親
族
を
優
先
）②

過
去
に
参
加
し
た
こ
と
の
な
い
人
③
２

日
間
の
行
程
に
十
分
耐
え
ら
れ
る
体
力

を
有
し
、団
体
行
動
が
と
れ
る
人

【
参
加
費
用
等
】旅
費
の
一
部
補
助
あ
り

※
差
額
は
本
人
負
担

【
募
集
締
切
】6
月
１
日（
木
）ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】戦
没
者
・
一
般
戦
災
死

没
者
遺
族
▽
町
役
場
福
祉
課
一
般
福
祉

係
☎
２
・
１
２
１
９　

原
爆
死
没
者
遺

族
▽
福
岡
県
原
爆
被
害
者
相
談
所
☎
０

９
２
・
６
３
１
・
１
５
０
８

※
２
月
１
日
か
ら
２
月
28
日
ま
で
に
寄
附
し

て
い
た
だ
い
た
か
た
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

広報こたけ・町ホームページ
に有料広告を掲載しませんか？

広 告
 ☆
募 集

広告媒体 規格 料金

広報こたけ
全一段 ６千円

半一段 ３千円

ホームページ 上下６０ピクセル
×左右２１０ピクセル ３千円

＊詳しくは町ホームページをご覧ください。
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岡
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  ● ● ４月の「こたけ創造舎」イベント スケジュール　● ●

平成２９年３月２１日現在

　　　 ▶小竹美術協会写真部主催
　　　　 写真教室　
　　　　　⇒７日（金）・１４日（金）・２１日（金）
　　　　　⇒１９時～２１時
　　　　　※事前の申し込みが必要です

      　▶キャンドルヨガ
　　　　　⇒９日（日）／１９時～２１時

　　　▶幸せ飯おにぎり交流会イベント
　　　　　⇒１５日（土）／１０時～１５時
           　 ※事前の申し込みが必要です

　　　▶ビューティーアップヨガ
　　　　　⇒１６日（日）／９時～１８時

　７５歳以上の人が「一定の違反行為」
をした場合、“臨時認知機能検査”を受
けることになります。

※「一定の違反行為」とは
　→信号無視、通行禁止違反、進路変更禁止
　違反、しゃ断踏切立入り等、交差点右左折
　等方法違反、優先通行車妨害等、横断歩行
　者妨害等、徐行・一時不停止違反等、合図
　不履行、安全運転義務違反など認知機能
　が低下したときに起こしやすい交通違反
　です。

◉ 臨時認知機能検査を受けて・・・

▶ 「認知機能の低下が運転に影響する
　 おそれがある」と判断された人

　→臨時高齢者講習（手数料５，６５０円）を
　　受けることになります。

▶ 「認知症のおそれがある」と判断された人

　→臨時適性検査（医師の診断）または診断
　　書の提出命令を受けることになり、その   
　　結果、認知症と判断された場合は運転免
　　許の取り消し等の対象になります。

【問い合わせ】
福岡県警察本部☎０９２・６４１・４１４１（代表）

７５歳以上の人の

交通違反による講習

制度が変更しました！

子どもたちを

交通事故から守るために、

具体的・実践的な安全指導

を行いましょう。

◀小竹こども園で新１
年生のために直方警察
署交通安全課と交通安
全協会が交通安全教室
を行いました。

し

お

と ・・・飛び出さない！

・・・信号無視をしない！

・・・横断歩道を渡ろう！
くん

①安全を確認せず、道路に飛び出さない！
　→交通事故で一番多いのは“飛び出し”。必ず道路手前
　　で一度止まり、左右を確認してから渡りましょう。
㊟道路の反対側に友達や家族がいると気を取られ、不意
　に飛び出す危険性があります。十分に指導しましょう。

②信号の色の意味などを教えましょう。
　→『青色は車がきていないことを確かめて渡る。赤色は
　　絶対に渡らない。』ことを実際の道路で教えましょう。

③駐停車車両の前・後を横断する危険性を教えましょう。
　→道路状況が確認しにくいことやドライバーから見え
　　にくいことを実際に体験させ、見通しの良いところ
　　まで出て渡るように指導しましょう。

保護者の皆さんは、通学路をお子
さんと一緒に歩いてみましょう。

イベント情報は、「こたけ創造舎」
フェイスブックをご覧ください。


